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＜患者様連絡事項＞

・畠山　文男様～本日、14:30北病棟へ転出となっている。家族へ連絡済み。

・松永　勘五郎様～本日、北病棟より西Ａ41号室へ転入となっている。

・泉川　ケイ子様～持参薬の残ない為、ジクロフェナック(50)坐剤→ボルタレン(25)坐剤/10回分処方となっている。また、疼痛時、ボルタレン坐(25)1本　挿肛、(1日3回まで、8時間空けて)の継続指示へ変更となっている。

・犾守　佑太様～家族希望の面談は8/10(木)16:00～とし、主治医へ報告済み。

・夏坂　浩美様～治験の再説明の為、都合の付く日付を主治医へ本日のリーダーが確認し御家族へも良い日付を確認して調整する様に伝えられています。
＜要注目患者様ケース検討＞

・工藤　綾子様～本日の朝の会後に、喫煙所にて出河攻様とトラブルとなっている。経過として、朝の会でスタッフから「喫煙所の2枚の戸をきちんと閉める」よう話しているが、その件について、「出河さんが決めたんでしょう。」と一方的に話し、出河様からの話は聞き入れず、粗暴行為を受けている。スタッフから戸を閉めないことの指摘を受けると「高橋さんが開けたままにしている。」と他者のせいにしたり、「私は何も悪くない。」と振り返りを行えずにいる。額などに皮下出血が数ヶ所見られ、湿布・アイスノンで処置している。姉様へは連絡し、状態報告している。以前より、他者の話を聞き入れない、プログラムに参加せずに喫煙しているが、自身の不調を強く訴え対人交流がうまく出来ないこと、自己中心的な言動続いている為、明日、主治医へ情報提供していく。他者トラブルや拒薬がないよう注意してください。

・出河　攻様～工藤綾子様への粗暴行為後、振り返りを行い、工藤様へ謝罪している。粗暴行為に至った理由として、戸を閉めることを決めたのは自分ではなくスタッフであることを工藤様に言っても聞き入れないことや、そのことで、全面禁煙となると困るからと自分の考えをスタッフへ伝えている。

＜安ヶ平Ｄｒ.診察＞

・坂本　のり子様～「喉に子供がいる。」と話し、オラドールトローチを希望するが、主治医より、うがいをするよう説明され、トローチの処方はなし。スミルスチックも希望され、1本処方となっている。

・長谷川　陽一様～気分高揚・ニヤつき・空笑目立つことを主治医へ情報提供し、2週間後の定期処方からリスペリドン(0.5)→(1)へ変更。虫刺されあり、オイラックスＨ軟膏、右眼のものもらいにＡＺ点眼液処方。また、体重は70kgで抑えるよう再度説明受けている為、間食量を検討していきましょう。
・中居　松男様～気分高揚見られているが、経過観察としている。

・續石　啓介様～本人の希望にて、定期薬がエビリファイ(3)→(6)へ変更となっている。

・中山　真由美様～希望にて、ファルコバ点眼液、ウリモックスが処方、頓服の頭痛時ジクロフェナク→カロナールへ継続指示が変更となっている。

・和田　昌様～突進歩行見られていること、主治医へ情報提供しているが、薬剤調整なし。運動するよう説明受けている為、体育館等での運動を勧めていきましょう。
・沼端　恵子様～不眠・易怒性頻回な為、リントン(0.75)2T  2×朝夕が明日から処方。いきましょう。オランザピンは様子を見て処方を検討していくとのこと。

・出河　攻様～本日の他者トラブルを主治医へ情報提供しているが、それには触れず、外出の話などをしている。処方変更なし。

・大橋　照子様～「いつ吐くのか心配。」とのことで、ファモチジン7日分処方。今日からセンナリド1T除剤の指示あり。
＜安ヶ平Ｄｒ退院支援会議＞

・沼端　恵子様～先月から引き続き、自宅への受け入れ先が困難なため、障害福祉サービスによる入所施設を予定。

・坂本　のり子様～入所可能な障害福祉サービスによる施設入所を目標としている。

・續石　啓介様～ハピアの担当スタッフに施設入所の申し込み状況を、担当スタッフは確認してください。

・菅井　浩子様～先月から引き続き、家族は自宅への退院は困難と話され、八戸市内の鍵付き施設入所を目標としている。担当スタッフは、介護保険の申請をＳＷへ相談・検討してください。

・中居　松男様～精神症状が安定した後、介護認定について進めてください。

・大橋　照子様～鍵付き施設入所を目指していたが、状態悪化により、当院で治療を継続していくこととなっている。

・出河　攻様～お盆に弟様が帰省予定となっている為、家族連絡してください。

・和田　昌様～大きな気分変動見られなければ、評価し、来春を目処に北病棟を目指していく。

・中山　真由美様～自宅退院を目指し、自己服薬を進めていく。北病棟への転棟も視野に入れていく。

・清水　徹様～入所可能な障害福祉サービスによる施設入所を目標としている。

